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インタビュ
eq \o\ad(\d\fo"調査対象など　　"(),調査対象など)

１．実態把握
①現状業務調査
a. 現状業務機能の確認
· 現状の業務実態を把握する｡
· それをもとに業務機能関連図を作成する。
· 現状の台帳内容を把握しながらインタビュ調査を行う。


○



b. 台帳更新の工数
· 顧客カード（内訳作業別）
・その他の台帳、宛名カード


○
調査対象：須山
岩山
石山


2 現状台帳管理・運用状況把握
a. 現状の顧客カードの内容
· 台帳収録対象者のアンバランスの程度
· 無縁化対象者の比率
· 各種区分コードの記入状況
· 各種区分のアンバランスの程度
· 顧客と当社登録者との関係（１対N）の状況
○

○
調査対象：須山中心


b. 更新遅れと台帳間整合確保作業の状況
· どういうサイクルやタイミングで更新しているか。
· 台帳間の連絡・連携はどういう方法で行われているか。
· どのくらい、どのような不整合があるか。
· その発生原因は何か。
○

○
同  上


c. 顧客カードの利用の状況
・利用目的別利用頻度､利用対象数、利用上の問題点
○

○
調査対象：須山
利用者
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２．原因・解決策究明
（注）
①各人が顧客管理システムないし顧客台帳に期待する事項（F-SPANによりまとめる）
・特に､管理対象者を職員録等まで広げるか否か。

＊

＊F-SPAN

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾈｯﾄﾜｰｸ
№1204､1205､1206に対応
2 各種イベントと必要項目・出力との関係
· 部署をコード化するか否か。
· 登録対象となる主要項目を確定させる（使途不明の項目は削除し､自由に使える欄を別途設ける方向で検討する）。
○
○
○
アンケートは利用可能者全員対象


3 顧客の登録条件、あいさつ状・情報誌の送付区分の判断基準
・現実的かつ確実に実行可能な判断基準を追求する。

＊
○
＊F-SPAN


4 各人が確実に顧客情報を把握し、タイムリに事務担当に伝達し、維持することの可能性
· 顧客別責任者の担当範囲はどこまでとすべきか。
· 利用ニーズと維持作業の必要性に関する認識の改善でどこまでいけるか。
· 有効な運用基準は何か。各人の認識改善を図る有効策は何か。

＊
○
＊F-SPAN

３．技術調査
①多機能ワーク・ステーション
· 機種選定までを目標とする。
· ４機種程度を候補機種として検討する。
· 必要機能の充足度（日本語入力機能、ハード・ディスク、汎用OSの搭載可否などが中心）
· 納期
· コスト
○

○
各社OAショールーム訪問､メーカ営業に説明要請


5 リレーショナル型DBMS

· 日本語入力機能との関係
· 使い勝手
· 普及可能性
○

○
利用者を訪問して確認（B社K氏など）








　　　　　　　　注：想定している実現手段（解決策）の具体化を図るための調査（＝原因究明の調査）を行う（プロジェクト目標のＷhat、Ｈowとの結びつきに留意する）。
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